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この度弊社の溶接ヒュームコレクターWF-130 をお買い上げ頂きまして 

ありがとうございます。 

当製品をご使用頂く前に必ず本書を読み、運転、点検、整備について 

十分理解されたうえでご使用下さいますようお願い致します。 

・ 本書は便覧として本機の近くに保管し、本機を扱う方は必ず一読されますよう 

お願いします。 

・ 本機を他の部署に譲渡されるときは、本書も必ず添付して譲渡するようにして下さい。 

 

本機の主動力のブラシレスブロワモータは専用の駆動回路基板で制御されています。 

駆動回路は各種の保護機能があり、周辺の状況によっては停止することがあります。 

電圧保護：不足電圧 145V 以下で停止、過電圧 245V 以上で停止。 

過熱保護：放熱フィン部パワー素子 120℃±20℃で停止。 

周辺ノイズ：センサー異常と感知して停止。 

  それぞれの原因が無くなったり、温度が下がったりすれば再び運転が可能ですが、 

予め本機の設置場所としては高温の環境にならない所であることと、周辺にノイズの 

発生源となるような機器が無いことを確認して下さい。 

本機は日本国内仕様です。 

海外での使用は想定しておりません。 

 

１）製品概要 

 本機は溶接作業時に発生する有害な溶接ヒュームを吸引、捕集して、内蔵された 

フィルターで濾過、回収することにより、工場内でのヒュームの拡散を防止する 

溶接ヒュームコレクターです。 

・ 高静圧ブロワモータを使用していますので、発生源近くの高濃度の溶接ヒュームを 

効率良く捕集できます。 

・ ご使用の際は、専用設計された当社ヒュームコレクタートーチ（別売）と 

組み合わせてご使用下さい。 

・ 本機は上記ヒュームコレクタートーチのトーチスイッチや、ロボット、 

 自動機等の外部出力と連動させることが可能ですので、溶接時のみ運転、 

 吸引させることが出来ます。 

・ 燃焼中のスパッタが本体内に侵入して起こるフィルター火災を防止する為に、 

メタルフィルターを使用したスパッタトラップを標準装備しています。 
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２）定格仕様 

 

型式      WF-130 

電源電圧    三相 200V  50 / 60Hz 

ブラシレスブロワモータ (BBW1006BL2) 

〔駆動回路(SPA1006BL5)使用〕 

代表特性 

開放時入力      1050 / 1080 W 

真空度        23.6 / 23.9 kPa 

風量         3.1 / 3.1 m3/min 

電流         5.0 / 5.0 A 

寿命           8000 時間以上（モータ単体、吸込口開放） 

カートリッジフィルター  濾材：セルロース濾紙 

             難燃性コーティング 

5 ㎡（表面積） × 1 本 

騒音         74～78 dB(A) 

外形寸法       661(H)×300(W)×686(L) mm 

 重量         45 kg 
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３）基本的注意事項 

 本機は溶接ヒューム専用の集塵機ですので、溶接作業に伴う溶接ヒュームの吸引 

以外の用途では使用しないで下さい。 

・ 粉塵爆発の危険性が高い為、アルミニウム、チタン、マグネシウム等の金属、 

 粉塵に対して使用しないで下さい。 

 ・ 一次電源側でブロワの ON-OFF 切り替えをすることは避けて下さい。 

・ 本体前面の起動スイッチか、外部入力によって運転して下さい。 

 ・ 吸引口が全閉に近い状態や、吸引経路に粉塵等が詰まっている状態での 

  連続運転は避けて下さい。 

 ・ スパッタトラップ内にメタルフィルター(2set)がセットされていない状態では 

絶対に使用しないで下さい。またフィルター枠内のメタルスクリーンが変形、破損 

している場合や、枚数が減っている状態（通常 8 枚 1set）でも使用しないで下さい。 

   WF-130 本体内にスパッタが侵入し易くなり、フィルター火災の危険があります。 

 ・ メンテナンス以外の目的で、各部の本体外板を開けないで下さい。 

・ また各部外板を開けた状態での運転は、感電防止とモータ回転部への接触の 

危険防止の為、絶対にやめて下さい。 

 ・ 電源コード、送給装置接続ケーブル等のコード類が破損すると危険ですので、 

随時点検整備を行って下さい。 

・本機を改造しないで下さい。 

・異常時には、ただちに使用を中止して電源を遮断して、弊社にご連絡下さい。 

 

４）設置方法 

 以下の項目に注意して本機を設置して下さい。 

 ・ 屋内に設置して下さい。 

・ 水平な場所を選び、周囲になるべく空間を空けて、本体の吸排気口を塞がない 

ようにして下さい。 

・ 設置場所は高温、高湿、直射日光、磁気などを避けて、腐食性ガス及び液体、 

引火性ガス等、引火物の無い所でご使用下さい。 

・ 電源は三相 200V を用意して、接続する配電盤等は容量が 10A 以上の物を 

 ご用意下さい。 

 ・ 一次側電源接続にあたって、確実にアース（GND緑線）をとり、配電盤側で 

漏電保護を行って下さい。 

・ スパッタトラップ前部にφ38 延長ダクト（黒）を接続して、片側を半自動吸引 

トーチまたはロボット用吸引ユニットに付属するダクト部分と接続して下さい。 
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接続図（例） 

 

 

・ 設置後に本体が移動してはまずい場合は、キャスター部分に輪止めなどの 

処理をして下さい。 

 

 

５）起動信号外部入力の接続 

 

ロボットコントローラ等制御盤との接続 

 

・WF-130 をロボットまたは自動機での溶接に対して使用するときは、吸引力の強さや 

本体の容量等の関係から一本取り仕様で使用されることと、ブロワモータの耐久性や 

経済性の面から、外部入力連動の接続をして、溶接時のみ吸引するようにするという 

使い方を推奨します。 

 

 ・外部入力 CN と出力側との接続には専用の接続ケーブル（2 芯）を使用します。 

半自動用の送給装置接続ケーブルがある場合は、先端のオス、メスプラグを外して、 

４芯コード部の赤、白（1,2 番）を使用すれば、同様に接続することが出来ます。 

 

 ・WF-130 側からは AC24V が出力されていますので、コントローラ側では 

  リレー接点（ドライ接点）を使用して下さい。 

（リレー接点が無い場合は、ミニチュアリレー等を介して接続して下さい。） 

 

 ・WF-130 を接続した接点を短絡させてやれば、吸引を開始します。 

接点を開放すると、OFF ディレー回路によって約 5 秒後に吸引を停止します。 
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半自動ヒュームコレクタートーチとの接続〔別売〕 

 

1. 半自動ヒュームコレクタートーチをワイヤ送給装置に接続して下さい。 

2. アダプターのプラグケーブルとワイヤ送給装置との間に、送給装置接続ケーブルの 

オス-メスプラグを割り込ませるようにして接続して下さい。〔下図参照〕 

 

 

 

3. 送給装置接続ケーブルを、WF-130 の操作パネルのレセプタクルに接続して下さい。 

4. ヒュームコレクタートーチのダクトと WF-130 の吸引口を、φ38 延長ダクト（黒）で 

接続して固定バンドで締め付けて下さい。 

（ダクトが長すぎる場合は切り詰めて下さい。端末のカフスを外してダクトを切り、 

 カフスを再び装着して下さい。） 
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６）運転方法 

電源投入前に各部の点検を行って下さい。 

・ カートリッジフィルター、メタルフィルターが正しくセットされているか。 

・ コード、ダクトが正しく接続されているか。 

・ 扉等のロック部分やネジ止め部に緩みは無いか。 

・ 後部冷却風取り入れ口、排気ルーバー部が塞がれていないか。 

以上を確認のうえ、起動手順に入るようにして下さい。 

 

〔起動手順〕 

1. 三相 200V の接続を確認します。 

（ブレーカボックスのランプが点灯します。） 

2. ブレーカボックスの防塵カバーを上げて、ブレーカを ON にします。 

3. 集塵機の起動、停止はセレクタスイッチの切り替えで行います。 

 

 

 

停止   ： 吸引用ブロワモータは停止していて、回路も作動していません。 

      ※ 通常はこのスイッチで停止させて下さい。 

一次電源をカットすることで停止させるのは避けて下さい。 

 

連続    ： ランプ（透明）が点灯 

ブロワモータが回転して吸引を始めます。（連続運転） 

 

自動    ： ランプ（緑）が点灯 

コネクタに接続した外部入力（半自動トーチスイッチ信号、またはロボット 

 コントローラ等の外部出力信号）による運転スタートの待機状態になります。 
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 外部より信号が入力されると、ブロワの回転がスタートして、信号入力中は 

運転を続けます。 

 外部よりの信号が無くなると（溶接終了）、約５秒後にブロワは自動的に停止します。 

 （出荷時５秒に設定されています。 

  本体内の OFF ディレー設定タイマで任意の時間に変更が可能です。 

  0～30 のレンジ、sec-min などをマイナスドライバーで切り替えることにより、 

  更に長時間の設定も可能です。） 

 

 

 

※ パイロットランプ（緑）が点灯した自動運転待機状態では、内部回路が作動して 

いますので、作業が終了したら必ずスイッチを中央（停止）の位置に戻して下さい。 

ブレーカを OFF にすると全回路が OFF になりますので、使用しないときは 

この状態にして下さい。 

 

※ 本機は溶接機の自己保持機能には対応していませんので、連動させる場合は 

 OFF ディレー設定を一回の溶接時間よりも長く設定するなどして使用するように 

 して下さい。 
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風量調整    ： 前面操作パネルのボリュームツマミによってブロワモータの 

回転数を制御して、吸引風量を変化させることが出来ます。 

テスト溶接を行ってみて、ブローホールが発生するようでしたら、 

風量を抑えて再度試してみて下さい。 

 

ヒューム排出：使用を続けていると、フィルター表面に付着したヒュームが落下したり 

       して、本体内のダストトレーに溜まりますので随時排出して下さい。 

 ヒュームが溜まったままにしておくと、吸引時の再付着も考えられますし、 

 火災等トラブルの危険度も増大していきますのでご注意下さい。 

 

７）取扱上の注意事項 

温度異常 ： 万一のフィルター火災時などには、カートリッジフィルター内側奥の 

クリーンルームに設置した温度ヒューズが溶断して、ブロワモータを 

停止させます。 

煙、臭い等が発生したり、原因が分からず停止したりした場合は、 

      各スイッチ、ブレーカ等を OFF にして様子をみて下さい。 

急に扉を開けると危険な場合がありますのでご注意下さい。 

慎重に点検を行って、原因を排除して下さい。 

温度ヒューズが溶断した場合の交換については、弊社までご連絡下さい。 

（また再使用には本体内部の清掃、メンテナンスも必要になります。） 

 

※ 本体内のトレーなどにヒュームが多量に溜まっていたりすると、万一燃焼中の 

スパッタが本体内に侵入した場合に、火災の危険度が増大してしまいます。 

 また、火災時の被害も大きくなることが考えられますので、本体内のヒュームは 

こまめに排出するようにして下さい。 

 

電源部 ： 本体左側面のブレーカボックスのブレーカと、操作パネル内側の電装ルームに 

サーキットプロテクタを設置しています。 

点検を行う際には、まず電源を切りプリント基板（本体中央の上部カバーを 

外すと、内部にブロワモータの駆動回路があります。）上の緑色 LED が消えた 

ことを確認したうえで行って下さい。 

（電源を切った後しばらくの間は、駆動回路上には高電圧が残っています。 

 LED 点灯中は感電の恐れがありますので、特にご注意下さい。） 

・ 通電状態でモータ周辺のコネクタの接続、取り外しを行うと、駆動回路が 

 破壊されますので絶対に避けて下さい。 
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・ 起動、停止を繰り返し行う場合は、一次電源側での ON-OFF では行わず、 

セレクタスイッチまたは外部入力信号の ON-OFF で行って下さい。 

電源投入時のコンデンサ充電電流の繰り返しにより、電源に悪影響を 

    与えるとともに、突入電流抑制抵抗及びコンデンサの寿命を短くしますので、 

一次電源側での ON-OFF は避けて下さい。 

 

 

８）日常点検、保守 

本機の機能、性能を維持していただく為、以下の要領で保守点検を行って下さい。 

 

スパッタトラップ 

・ スパッタトラップ部を開けて、中に溜まったヒューム等の粉塵を掻き出して下さい。 

・ 外したダクト接続口部分も、中に溜まったスパッタ等を清掃して下さい。 

・ メタルフィルター枠からメタルスクリーンを取り出して、エアブローまたは工業用 

掃除機のブラシ状ノズルなどで清掃して下さい。 

（メタルスクリーンのエッジで手を切らないように注意して下さい。） 

・ 特に汚れがひどい場合は、洗剤を使用してメタルスクリーンを洗浄して下さい。 

・ メタルフィルターを枠に戻す際は、必ず８枚１組で、下図のようにメタル 

スクリーンの目が縦→横→縦→横と交互になるように重ねて下さい。 

 

 

・ 枚数が少なくなっている場合や、目が交互に重ねられていない場合などは、 

 スパッタが通過する可能性が高くなってしまい非常に危険です。 
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※ 排出したヒューム、洗浄時の排水等の処理は各自治体の指示に従って処理して下さい。 

 

※ メタルフィルター枠内のメタルスクリーンが変形、破損している場合は、 

 直ちに良品と交換して下さい。 

破損した状態や枚数が少ない状態での使用は絶対にやめて下さい。 

 

 

カートリッジフィルター 

 

・ カートリッジフィルターの清掃は、本体からフィルターを取り出して振動を与えて 

 払い落としたり、表面をエアブローしたり、工業用の掃除機等で吸い取るなどして 

 付着したヒュームを除去して下さい。 

・ またヒュームの付着量が多くなって払い落としの効果が落ちてきた場合や、油分を 

含んでいるような場合は、カートリッジフィルターを外して洗浄するのも効果的です。 

 

 ※エアブロー等を行う場合は周辺の環境に十分注意することが必要になりますし、 

  洗浄等を行う場合は排水の処理が適切に行われるように注意して下さい。 

 

 

吸引経路部 

 

・ 半自動吸引トーチ、またはロボット·自動機トーチ用吸引部と WF 本体を繋ぐ 

吸引ダクト（内径φ38、黒）についても、詰まり、または破損、吸引漏れ等が 

無いかを確認して、必要に応じて清掃·交換を行って下さい。 

・ 半自動吸引トーチ、またはロボット·自動機トーチ用吸引部も先端やエルボ 

等の屈曲部にヒュームが付着し易い為、定期的に清掃を行って下さい。 

 

 

清掃等、メンテナンス間隔について 

 

・ WF を設置、稼働開始した初期においては、週一回レベルのメンテナンスを 

 行って下さい。（スパッタトラップ部、他） 

・ ダスト、ヒュームのたまり具合によって、設置された各作業場に合わせた 

メンテナンス間隔の補正をして下さい。 

例） 量が多い場合 ： 3 日間隔に変更 

量が少ない場合 ： 10 日から 2 週間間隔に変更 
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ブロワモータ交換手順 

 

交換作業に入る前に、必ず本機のスイッチ、ブレーカを OFF にするとともに 

一次側電源からも切り離しておいて下さい。 

 

1. 本機背面と上面後部のモータ部カバーを外して下さい。 

 

 

 

2. ブロワモータに接続されているモータ口出線のコネクタ（コード中間）と 

センサ口出線のコネクタ（モータ中央部のセンサ基板端子）を外します。 

 

3. 取り付けビス（４ヶ所）を外して、モータマウントからモータを抜き出します。 
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4. 新しいモータを図の向きにセットして、取り付けビスで固定して下さい。 

この時、１ヶ所アース線（緑）の端子を共締めします。 

 

5．モータ口出線のコネクタとセンサ口出線のコネクタを接続します。 

 

6. 本機上面後部と背面のカバーを、元通り取り付けて下さい。 

 

 

９）付属品、交換部品 

 

 

出荷時標準付属品 

・φ38 延長ダクト（標準仕様時）： 長さ 10m × 1 本 

      （カフス、ホースバンド各２個付き） 

・外部入力用接続ケーブル： ２芯（長さ 10m）圧着端子(1.25Y-3)付き 1set 

 

・取扱説明書      ： 1 部 

 

 

 

交換部品 

・カートリッジフィルター 

・メタルフィルター (100×200) 

 

※火災等で自動停止した場合 ： 温度ヒューズユニット(WF-120 と共通)を交換する 

               必要があります。 

 

 

（特注時には、以下の部品は長さを指定する必要があります。） 

 

・φ38 延長ダクト： カフス、ホースバンド各２個付き 

・外部入力用接続ケーブル：２芯、圧着端子(1.25Y-3)付き 

    または 

・送給装置接続ケーブル（半自動ヒュームトーチ使用時） 

                ：プラグケーブル（要メーカー指定）オス、メス付き  



 14 

 



 15 

 



 16 

 



 17 

 



 18 

 



 19 

 



 20 
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※  設置時、移設時に一次電源コードをブレーカボックスに接続する場合は、 

上記の要領で行って下さい。 

 

注意！：ブレーカボックスを開ける場合は、 

     必ず一次電源を遮断して下さい。 
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 重要 ： WF-130 アース接続の注意事項 

WF-130 ではカートリッジフィルターにアース線を接続する必要があります。 

・フィルター室内に装備されたアース線のアースクリップの蝶ボルトを目一杯緩めます。 

フリーになったアースクリップ（上、下）の爪部分をカートリッジフィルターの金網部に 

引っ掛けて、蝶ボルトを締め込んで固定します。（下図参照） 

※このとき、カートリッジフィルターの濾材にキズを付けないように注意して下さい。 

 

・本体扉に増設したアース線ターミナルに、外部からのアース線を接続します。 

フィルター室内壁には導電性の塗装が施されていますので、これで内壁とフィルターの 

金属部分がアースと接続されます。 

 

※ヒュームの吸引において、風に運ばれてきた粉体が本体内壁やフィルターの濾材と摩擦 

 することによって静電気が蓄積され微小なスパークが発生することが考えられます。 

 これがフィルター火災の着火源となることを防ぐ為に、静電気を逃がすアース線接続が 

 重要となります。 
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株式会社 トーキン 

 

〒432-8006 浜松市西区大久保町 1509 （浜松技術工業団地内） 

TEL : 053-485-5555 

FAX : 053-485-5505 

http://www.tokinarc.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・改良の為、仕様、寸法等、予告無く変更することがあります。 

・オイルを含む溶接ヒュームについては、目詰まり、火災等の原因となりますので、事前に弊社にご相談下さい。 

・レーザー溶接に伴うヒュームについては、粒子径の細かさなどから発火の危険性がある場合があります。 

・アルミニウム、チタン、マグネシウム等の爆発可燃性の金属には使用しないで下さい。 

・目詰まり防止の為、使用頻度に併せたヒュームコレクターの定期点検を必ず実施して下さい。           2017. 7. 

                                                                                                   


